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～村プロジェクト活動だより～ 
☆村プロとは？☆
→　中山間地において、自ら飛び込み、地域づくり
のお手伝いを行うことです。
その時に、当会が海外で実践し、得てきた知識や経
験等を活用する、中山間地の元気応援事業です。

13日（土） 14日（日）

本年で14年目を迎えるシショダヤ奨学金。12月、2008年より支援を受けていた子ども達が卒
業を迎えた。卒業後の子ども達の今は・・・？70名を超える子ども達が、医者・教師・政府役人と
してスリランカ社会で活躍している。現地窓口のニシャンタ氏から嬉しいお便りが届いた。



　11月24日（火）、1月17日（日）、24日（日）、2月5日（金）の全4回、地球市民の会は、佐賀市役所市民活動推進課、
シアターEDVの青柳達也氏（古賀英語道場）、劇団ZIシアターの劇団員の皆さんとの協働によって、「協働おもし
ろ大百科」というイベントが行われました。佐賀市が推進している「協働」。この分かっているようで分からない
言葉を、にわか風寸劇を用いて分かりやすく、尚且つおもしろく伝えるという取り組みでした。
　地球市民の会も、もっと地域に根付いた団体として、他の団体の方々と一緒に活動をおこない、佐賀を元気に
したいという想いから、この事業にかかわらせてもらうことになりました。
　全４公演行い、各回20～110人ぐらいのご来場がありました。

全４回

「協働」ってなんだろう？協働って必要なの？
知っているようで、よく分からない言葉。
にわか風寸劇を用いて、協働を全く知らな

い人も、疑問に思っていた人におもしろおかしく学
んでいただきました。すべて佐賀弁を使ってのプロ
グラムです。

　　　　　

演劇は全部が４シーンで組み込まれ、１シ
ーンごとに、ナレーション・劇・説明に別れ
ています。

アンケートでは「説明の部分が長い」、「分かりにく
い！」など、ご意見・アドバイス等が一番多かった
ところでした。
そこで、説明を図式化したり、最初１人でおこなっ
ていた説明を２人で漫才風に伝えていく方向に変
えたりと、修正を重ねた結果、１回目から観覧され
てきた人の中には「最初のうちはどうなるかと思っ
ていたけど、回を重ねるごとによくなっていった」
という感想もありました。

にわかの演劇の中に、「協働とは生ハムメ
ロンたい！！」という言葉がでてきました。
ん？？どういう意味？？と思われるかも

しれませんが、その意味は・・・
→生ハムの塩加減とメロンの甘さが組み合わさる
ことで、通常であれば、おかずやデザートあったも
のが、ワインのお供に様変わりするという。お互い
の特性を用いることで、「１＋１＝２以上のものが
うまれる！」ということです。協働を食べ物に例え、
大変分かりやすく伝えるものでした。
みなさんも、協働って何？と、周りに疑問を持って
いる方がいらっしゃれば、「協働は生ハムメロンた
い！！」と説明されてはいかかでしょうか？

出演者の方々は、何回も何回も練習を行い、
たくさんの方々にアドバイスをいただき
ながら、修正に修正を重ね、大変反響があ

るいい演劇が出来あがりました。
また、ご来場の方の中には「にわか風寸劇を私の町
でもやりたい！」と言われ、撮った動画を購入した
いというご連絡もいただきました。
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　http://ameblo.jp/tpa-office/



吉村　薫 





古賀道場「巣立ちシリーズ」第1弾 
春は新しいスタートの季節です。英語に何年も通ってくれた
高校３年生の二人は、これから世界を舞台に羽ばたけるよう
に巣立っていきます。 ホームページ：http://kogadojo.comホームページ：http://kogadojo.com
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